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　目的　Tスコ･レピン馥（AsA) の生疎剛こおける漸勧，と< (こその味^咋的侵剃V知る

上で･/UA の^ぺ謝過渥の解明|ぶ重零マ･hる^考之ら八I。弧象，心A Itデtドロ了スコヽレじ

ン破，1,1－ゾH y －ムーデロン酸（OM)）｝拝7 , 陳煮破，あ卜ヽII シ，ウ破めま.べを彿ヽヽ
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らT, とくにDi<:(j-の生分解i-It ･c;とす5 ^べ謝過根iこつヽヽ7 μ不明なゑ・ヽ゛乃ヽヽ.乖緊験7'a

OKiJ・･脱痩雌反応に始% I 生分解邁雇。解明・前段叫とレフ，DM 陳炭銭醇If. め鯖刄及ぴ

そり'p 明機作を守･引こ基子・禽討を行叫，rこ。

　if 法　Dほ脱県政麟勣%啄奏賀臓ぶリ和裁しrこ刄綿宵を驀処理（ro・c. 3分）後. 鳶今や

画i(,o～貧か飽ホリ　し，　DtA E・-tz1･／ロ-スカラム7 Pマトグ-ラフ1 －によい晴馨しrこ. 基

厦^し7 11^D紆。カリウム蓬^倉戌し7梗痢しγこ. 鵜系瓦沁myc 7･30分間行ない, DK6r

の殉失を乙ドラジン残にz気-kし, 綿秀嫁株i ぶめTこ。

　林果　DK$ の非碑驀的ﾉir解

率，μ,i ﾗ/.の約子に及んだ。カラA 7 C7マトワ）フ4 －IこK ヽヽ7, 活株区ﾉ舶T ∂,吋HM^OI

一pk阿）んate μﾁU･^？毒虫!れ･Tこ. 上払め禰作にぶり'4-られU奸や績殖醇鼻め叫ｼち柱i?舞

砿系の約μ張に上昇しU。i Tこ. 鵬条的及び非略奪妁冷鱗に舛t る蕪寺通哉初栄ドつい7

む調べ, ? ら卜部や精報鵜膏Iり 5 DK.いヽら。脱鳶銭'L戌物，と< I-･にソン錬及び'i シ

ロン践のl｛5r行Tfうtともにそ叫也。'£.-^物の験索i-試みrこ。

A 8t L－スコルA'ミン酸の吏量法

お荼の，^.女子大字食物　Ｏ堤青臭了　倉≪　忠,男　荒刈　信彦

　C目的] L-7 Xコ)L t*こ.酸ぐAsA)O,生体内におりる作用・代謝機構について･ｺ未だ十分

に解明されていない。L-Xコ几バミン酸C SCA> はAsAのC-2位・水酸基がアミタ基,こ置

換されご化合物z~ ■を鼻内におヴる触ら．関与寸る舗足だ･の解明の膠にAs自類縁体として

剰月し得る者のど考えられるtr＼ . 仙ヵ場合SC/＼の定量が必零となる．本報で＼z従来ほとん

ど研発され乙いいヽS乙Aの定量感,こ-7いて康討し. 浩子．知見左得ためで報乞する・

　(方測･SCA単蔵糸( 池八．吏量法左利用)

　1)ヒドラジ'ン法■■S訥包インドフェ-> ール己咳ﾉi已^:.ヒドラジンiふよリ定量した．

　丿)＆叫ふ忽n万ふ臨バBり茲ごS(ﾆ冷|の万還えitよ■;生ずるre -∧SP錯体を|応色定曼|した･
2)SC自一（s介失存匁(永色色素の生或反だS.利用)

　I卜－キノン酸化法：sc:A溶疲S: ≪-いこ芒酸尼しきjS.したiff.色色秦£応色足量しfz.

　川塩祀第二載酸化it こSCA 客亀£:塩化第ニ.秋刎綻にし　生坂し尺赤色t秉と^量した．

　(結果)1) SこA単叙糸- ヒドラジ丿£.Iこあヽいてus(ﾆ削了函肖ﾆ同一の検±綬をふぇた．Bp

まにおいて13.自助よりぞSC/＼の方が検量麗・ぢ配かけ,きく, 検公布度はしド7ジし広より

亀やヽ．に．｢jお．こ仇ら・方式ごは心珀とSCAの方則赳量I j 本巣-t-不可能である．

勘SC八－細八失存派；SひQ酸化l^より鳶色色素と生成するが．船印ｺ生成しｕいこと左

利用して凛別吏量が可SE である・芹キノン酸柘まほ楡公漿界集農がOS 岬弘程無，－化現

ﾆｰ鋏酸£it のそれ･j /四ダ超度々ぷ'; -両乖知こ高感度.分析まとはいX. til-ヽボ　迅逮簡易
支量眼として＼1 す唐使用可能であると考えら虎る．


